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6月初旬、「タニウツギ」が見頃を迎えていました。
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新
庄
村
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
各
家

計
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、住
民
の

方
お
一
人
に
一
律
５
万
円
を
給
付
す
る

村
独
自
の「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
生
活
支
援
給
付
金
」の
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。申
請
書
は
、４

月
27
日
時
点
で
村
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
主
の
方
に

対
し
、役
場
か
ら
６
月
８
日（
月
）に

発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類

①
郵
送
で
お
送
り
し
た
申
請
書

　
※
既
に
国
の「
特
別
定
額
給
付

金
」（
お
一
人
10
万
円
の
給
付
）の
申

請
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
申
請

者
」と「
振
込
先
口
座
」が
今
回
の

申
請
と
同
一の
場
合
は
、次
の
①
と

②
の
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　（
申
請
書
に
チ
ェッ
ク（
✓
）が
必
要

で
す
。）

②
申
請
者
ご
本
人
を
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し（
運
転
免
許
証
、健
康
保

険
証
等
の
コ
ピ
ー
）

③
給
付
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
口
座

確
認
書
類
の
写
し（
通
帳
等
の
コ
ピ
ー
）

　
な
お
、②
・
③
の
書
類
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、役
場
の
コ
ピ
ー
機
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

令
和
２
年
６
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
　

〜
年
８
月
31
日（
月
）

申
請
方
法

　
・返
信
用
封
筒
で
の
提
出

　
・役
場
総
務
企
画
課
窓
口
へ
の
提
出

　

※
土
曜
日
、日
曜
日
及
び
祝
日
は

申
請
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、申
請
書

と
同
封
で
お
送
り
し
た
案
内
文
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
他
、ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、役
場
総
務
企
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

　

新
庄
村
内
の
民
間
事
業
者
の
支
援

と
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、村
内
だ
け

で
使
え
る「
新
庄
村
民
間
事
業
者
支

援
券
」を
全
村
民
に
郵
送
し
給
付
し

ま
し
た
。

　

支
援
券
は
、一
枚
千
円
分
で
、村
民

お
一
人
に
つ
き
10
枚
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
券
と
同
封
し
た
対
象
名
簿
に

記
載
さ
れ
た
店
舗
、ま
た
は
事
業
所

で
使
用
で
き
ま
す
。

 

支
援
券
の
有

効
期
間
は
12

月
31
日（
木
）

ま
で
で
す
。

　

そ
の
他
、ご

不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
役
場

産
業
建
設
課

へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設

課　

小
畑
）

　

５
月
31
日（
日
）毛
無
山
山
頂
神
事

を
執
り
行
い
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、毎
年
恒
例
の
毛
無
山
山
ま
つ
り
や

護
摩
法
要
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

夏
山
の
安
全
祈
願
や
感
染
症
の
早
期

終
息
を
祈
願
す
る
た
め
、山
頂
神
事

の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。
丸
山
大
師

講
の
信
者
の
方
々
に
よ
っ
て
山
頂
の
ほ

こ
ら
に
お
供
え
を
し
た
後
、山
頂
神

事
の
祝
詞
の
中
で
、夏
山
と
新
庄
村
の

息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

　

村
長
と
村
教
育
委
員
会
が
教
育

政
策
を
話
し
合
う「
村
総
合
教
育
会

議
」を
５
月
20
日
、公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
小
倉
村
長
、石
倉
教
育
長
、

教
育
委
員
の
ほ
か
計
10
人
が
、情
報

通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）教
育
の
推
進
な

ど
、令
和
２
年
度
に
重
点
的
に
取
り

組
む
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

小
倉
村
長
は
、小
中
学
校
の
児
童

生
徒
が
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
え

る
環
境
を
整
備
す
る
国
の「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」の
前
倒
し
を
踏
ま
え
、

「
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
が
徹
底
で
き
る
よ
う
、体
制
を
整

備
し
た
い
」と
強
調
。新
庄
小
中
学
校

の
重
点
目
標
に
つ
い
て
、原
田
小
学
校

長
は
保
小
連
携
・
接
続
の
重
要
性
を

挙
げ
、「
遊
び
か
ら
学
び
、体
づ
く
り
へ

と
保
育
と
教
育
を
つ
な
い
で
い
き
た

い
」、新
家
中
学
校
長
は「
小
中
の
さ

ら
な
る
連
携
に
向
け
、教
職
員
の
意

識
改
革
が
大
切
」と
小
中
一
貫
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
か
ら
は「
す
で
に
電
子

黒
板
や
多
数
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
小

中
学
校
に
配
備
さ
れ
て
お
り
、一
人
一

人
が
端
末
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
の
が

新
庄
の
す
ご
い
と
こ
ろ
」と
指
摘
す
る

声
が
上
が
り
、「
子
ど
も
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
増
や
し
、膨
ら
ま
せ
て
い
く

た
め
に
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
ほ

し
い
」な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。ま

た
、県
内
で
唯
一
図
書
館
の
な
い
自
治

体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
司
書
を
配
置

し
、図
書
館
の
開
設
を
求
め
る
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
と
し
ま
し
て

は
、頂
い
た
意
見
を
受
け
止
め
、課
題

を
一つ一つ
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。（教

育
委
員
会　

小
泉
）

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
活
動
の
推
進

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
地
方
自
治
の

発
展
に
極
め
て
功
績
が
あ
っ
た
方
を

表
彰
す
る「
永
年
勤
続
区
長
知
事
表

彰
」を
、大
野
循
二
さ
ん（
旭
町
）が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、５
月
20

日（
水
）創
生
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
小

倉
村
長
に
よ
る
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
平
成
17
年
か
ら
15
年

間
区
長
を
務
め
ら
れ
、在
職
中
は
、地

区
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
装
飾
、清
掃
活
動
な
ど
地
区
を

ま
と
め
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

  

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

新
庄
村
で
は
、公
正
で
開
か
れ
た

村
政
と
村
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、情
報
公
開
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。ま
た
、住
民
の
個
人
情

報
を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
に
個
人

情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
情
報
公
開
条
例
第
25
条
の

規
程
の
基
づ
き
、令
和
元
年
度
に
係

る
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
行
政
文
書
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

・
開
示   

１
件

    　

  

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

新
庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券

　
　
　
　

 

給
付
の
お
知
ら
せ

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

     

生
活
支
援
給
付
金
」の

      

申
請
に
つ
い
て
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
村
独
自
の
支
援
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
村
独
自
の
支
援
策
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無
山
山
頂
神
事

Ｉ
Ｃ
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教
育
推
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巡
り
議
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村
総
合
教
育
会
議

新
庄
村
情
報
公
開
条
例
に
係
る

    

運
用
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

永
年
勤
続
区
長
知
事

　
　
　
　

表
彰
伝
達
式
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新
庄
村
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
各
家

計
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、住
民
の

方
お
一
人
に
一
律
５
万
円
を
給
付
す
る

村
独
自
の「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
生
活
支
援
給
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金
」の
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。申
請
書
は
、４

月
27
日
時
点
で
村
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
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さ
れ
て
い
る
世
帯
主
の
方
に

対
し
、役
場
か
ら
６
月
８
日（
月
）に

発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類

①
郵
送
で
お
送
り
し
た
申
請
書

　
※
既
に
国
の「
特
別
定
額
給
付

金
」（
お
一
人
10
万
円
の
給
付
）の
申

請
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
申
請

者
」と「
振
込
先
口
座
」が
今
回
の

申
請
と
同
一の
場
合
は
、次
の
①
と

②
の
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　（
申
請
書
に
チ
ェッ
ク（
✓
）が
必
要

で
す
。）

②
申
請
者
ご
本
人
を
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し（
運
転
免
許
証
、健
康
保

険
証
等
の
コ
ピ
ー
）

③
給
付
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
口
座

確
認
書
類
の
写
し（
通
帳
等
の
コ
ピ
ー
）

　
な
お
、②
・
③
の
書
類
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、役
場
の
コ
ピ
ー
機
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

令
和
２
年
６
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
　

〜
年
８
月
31
日（
月
）

申
請
方
法

　
・返
信
用
封
筒
で
の
提
出

　
・役
場
総
務
企
画
課
窓
口
へ
の
提
出

　

※
土
曜
日
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曜
日
及
び
祝
日
は

申
請
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、申
請
書

と
同
封
で
お
送
り
し
た
案
内
文
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
他
、ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、役
場
総
務
企
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

　

新
庄
村
内
の
民
間
事
業
者
の
支
援

と
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、村
内
だ
け

で
使
え
る「
新
庄
村
民
間
事
業
者
支

援
券
」を
全
村
民
に
郵
送
し
給
付
し

ま
し
た
。

　

支
援
券
は
、一
枚
千
円
分
で
、村
民

お
一
人
に
つ
き
10
枚
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
券
と
同
封
し
た
対
象
名
簿
に

記
載
さ
れ
た
店
舗
、ま
た
は
事
業
所

で
使
用
で
き
ま
す
。

 

支
援
券
の
有

効
期
間
は
12

月
31
日（
木
）

ま
で
で
す
。

　

そ
の
他
、ご

不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
役
場

産
業
建
設
課

へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設

課　

小
畑
）

　

５
月
31
日（
日
）毛
無
山
山
頂
神
事

を
執
り
行
い
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、毎
年
恒
例
の
毛
無
山
山
ま
つ
り
や

護
摩
法
要
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

夏
山
の
安
全
祈
願
や
感
染
症
の
早
期

終
息
を
祈
願
す
る
た
め
、山
頂
神
事

の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。
丸
山
大
師

講
の
信
者
の
方
々
に
よ
っ
て
山
頂
の
ほ

こ
ら
に
お
供
え
を
し
た
後
、山
頂
神

事
の
祝
詞
の
中
で
、夏
山
と
新
庄
村
の

息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

　

村
長
と
村
教
育
委
員
会
が
教
育

政
策
を
話
し
合
う「
村
総
合
教
育
会

議
」を
５
月
20
日
、公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
小
倉
村
長
、石
倉
教
育
長
、

教
育
委
員
の
ほ
か
計
10
人
が
、情
報

通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）教
育
の
推
進
な

ど
、令
和
２
年
度
に
重
点
的
に
取
り

組
む
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

小
倉
村
長
は
、小
中
学
校
の
児
童

生
徒
が
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
え

る
環
境
を
整
備
す
る
国
の「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」の
前
倒
し
を
踏
ま
え
、

「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
が
徹
底
で
き
る
よ
う
、体
制

を
整
備
し
た
い
」と
強
調
。新
庄
小
中

学
校
の
重
点
目
標
に
つ
い
て
、原
田
小

学
校
長
は
保
小
連
携
・
接
続
の
重
要

性
を
挙
げ
、「
遊
び
か
ら
学
び
、体
づ

く
り
へ
と
保
育
と
教
育
を
つ
な
い
で
い

き
た
い
」、新
家
中
学
校
長
は「
小
中

の
さ
ら
な
る
連
携
に
向
け
、教
職
員
の

意
識
改
革
が
大
切
」と
小
中
一
貫
教

育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
か
ら
は「
す
で
に
電
子

黒
板
や
多
数
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
小

中
学
校
に
配
備
さ
れ
て
お
り
、一
人
ひ

と
り
が
端
末
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
の

が
新
庄
の
す
ご
い
と
こ
ろ
」と
指
摘
す

る
声
が
上
が
り
、「
子
ど
も
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
増
や
し
、膨
ら
ま
せ
て
い

く
た
め
に
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、県
内
で
唯
一
図
書
館
の
な
い
自

治
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
司
書
を
配

置
し
、図
書
館
の
開
設
を
求
め
る
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
と
し
ま
し
て

は
、頂
い
た
意
見
を
受
け
止
め
、課
題

を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
活
動
の
推
進

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
地
方
自
治
の

発
展
に
極
め
て
功
績
が
あ
っ
た
方
を

表
彰
す
る「
永
年
勤
続
区
長
知
事
表

彰
」を
、大
野
循
二
さ
ん（
旭
町
）が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、５
月
20

日（
水
）創
生
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
小

倉
村
長
に
よ
る
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
平
成
17
年
か
ら
15
年

間
区
長
を
務
め
ら
れ
、在
職
中
は
、地

区
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
装
飾
、清
掃
活
動
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

  

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

新
庄
村
で
は
、公
正
で
開
か
れ
た

村
政
と
村
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、情
報
公
開
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。ま
た
、住
民
の
個
人
情

報
を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
に
個
人

情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
庄
村
情
報
公
開
条
例
第
25
条
の

規
程
の
基
づ
き
、令
和
元
年
度
に
係

る
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
行
政
文
書
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

・
開
示   

１
件

    　

  

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

新
庄
村
民
間
事
業
者
支
援
券

　
　
　
　

 

給
付
の
お
知
ら
せ

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

     

生
活
支
援
給
付
金
」の

      

申
請
に
つ
い
て
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
村
独
自
の
支
援
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
村
独
自
の
支
援
策

毛
無
山
山
頂
神
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
巡
り
議
論

　
　
　
　
村
総
合
教
育
会
議

新
庄
村
情
報
公
開
条
例
に
係
る

    

運
用
状
況
の
公
表
に
つ
い
て

永
年
勤
続
区
長
知
事

　
　
　
　

表
彰
伝
達
式

（2）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄（3）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



3,916,000円

2,717,000円

338,000円

577,000円

515,000円

4,701,000円

12,764,000円

金額
令和元年度

件数事　　業　　分　　野

128件

95件

13件

22件

28件

117件

403件

①教育振興と子育て環境の整備に関する事業    

②ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業    

③福祉の村づくりに関する事業    

④新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業    

⑤環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業    

その他指定なし    

　　　　　　　　　　　 合　　計    

12,800,000円

9,500,000円

1,300,000円

2,200,000円

2,800,000円

令和元年度
取崩額令和元年度　事業内容事　業　分　野

新庄っ子人材育成事業（キュリ
オスクール）、放課後子ども教
室、英会話教室等

①教育振興と子育て環境の整備に
　関する事業

林業再生の調査研究、大山隠岐
国立公園の管理経費、民有林の
管理経費等

②ブナの森並びに稀少な動植物の
　保護事業

社会福祉協議会補助金、柔道
整復師による施術、老人クラブ
活動補助金等

③福祉の村づくりに関する事業

出雲街道景観保存、がいせん
桜及び河川公園景観保存

④新庄宿並びにがいせん桜の景観
　の保存と保護に関する事業

源流域野菜の販売促進、有機農
業技術の普及活動、ひめのもち
出荷補助

⑤環境保全型農業の推進、特産品
　の開発に関する事業

ふる里づくり基金事業について、令和元年度の状況をお知らせしますふる里づくり基金事業について、令和元年度の状況をお知らせします

◉令和元年度の寄附総額は次のとおりです。

◉また、本基金を次の事業に役立てています。

これまでの事業実施により、令和元年度末で基金残高は、85,041,351円となっています。

（4）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄（5）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



６
月
の
納
税

村
県
民
税　

（
１
期
）

国
保
税　
　

（
１
期
）

介
護
保
険
料
（
１
期
）

　
　

納
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

年  

金  

相  

談

　

児
童
手
当
受
給
の
た
め
に
は
、
6

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
児
童
が

お
ら
れ
る
ご
家
庭
に
は
、
現
況
届
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

　

中
学
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

　

て
い
る
方

支
給
額

　

3
歳
未
満　
　
　

1
万
5
千
円

　

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　
　
　
　
　
　
　

1
万
円　

　

※
第
3
子
以
降
は
1
万
5
千
円

　

中
学
生　
　
　
　

1
万
円

支
給
時
期

　

毎
年
6
月
、
10
月
、
2
月

認
定
請
求

　
　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
、
転
入

　

し
た
と
き
は
、
新
庄
村
役
場
に

　

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

　

給
し
ま
す
。

　

※
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
に

　
　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
物

　

認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
）

　

健
康
保
険
証
の
写
し

　

課
税
証
明
書

　

銀
行
口
座
の
わ
か
る
も
の

    　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
２
年
５
月
17
日

　

小
倉　

正
（
70
歳
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

7
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

７
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
2
年
5
月
受
付
分

児
童
手
当
の
ご
案
内

４月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
４月期 ４月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

1

0

0

1

11

0

2

9

事　
　

故

（総務企画課　中川）

（6）令和元年6月20日発行第448号 広 報 新 庄（5）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
元
気
で
す
か
？

　

７
月
22
日
（
水
）
11
時
〜
12
時
30

分
の
時
間
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
献
血
バ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。

<

基
準>

　

男
性
17
歳
・
女
性
18
歳
以
上
（
共

に
体
重
50
キ
ロ
以
上
）
の
方

<

献
血
年
齢>

　

69
歳
ま
で
（
65
歳
以
上
の
方
は
健

康
を
考
慮
し
、
60
〜
64
歳
で
献
血
経

験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。
）

<

服
薬
を
さ
れ
て
い
る
方>

　

医
師
が
お
薬
の
名
前
を
お
伺
い
し

ま
す
。
名
前
が
分
か
る
も
の
を
ご
指

示
く
だ
さ
い
。
な
お
、
血
圧
・
尿
酸

値
の
薬
の
服
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。

　

献
血
の
量
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
お
一
人
で
も
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

梅
雨
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
雨

が
多
く
な
る
と
視
界
不
良
や
ス
リ
ッ

プ
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
雨
の
日
は
次
の
こ
と

に
特
に
注
意
し
て
、
交
通
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
を
運
転
す
る
方
へ

　

雨
で
濡
れ
た
道
路
は
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
く
、
停
止
距
離
も
長
く
な
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
車
間

距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
薄

暗
い
日
は
昼
間
で
あ
っ
て
も
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
自
転
車
や
歩
行
者
に
十

分
注
意
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
を
運
転
す
る
方
へ

　

傘
さ
し
運
転
は
法
令
違
反
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
が
不

安
定
に
な
り
、
自
分
に
も
周
り
に
も

危
険
が
及
び
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
方
へ

　

雨
の
日
は
自
動
車
か
ら
歩
行
者
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
明
る
い
色

の
服
装
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
、
道

梅
雨
期
の

　
　
交
通
安
全
に
つ
い
て

陸・海・空
自
衛
官
募
集

                    

防
衛
省

路
を
横
断
す
る
際
は
左
右
の
安
全
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

○
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　

各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
。
）。

 　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
℡
０
８
６
８
‐

２
２
‐
５
６
３
７
）
ま
で

　

紫
外
線
が
強
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
様
は
日
焼
け
対
策
は
な

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
外
で
の
作
業
が

多
い
方
は
、
特
に
対
策
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
紫
外
線
の
良
い
面
】

　

日
光
に
含
ま
れ
て
い
る
紫
外
線
に

は
、
体
内
で
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成

を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

体
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
生
成
す

る
に
は
、
日
常
生
活
で
知
ら
な
い
う

ち
に
浴
び
て
い
る
程
度
の
紫
外
線
量

で
十
分
で
す
。

　

紫
外
線
に
は
次
に
挙
げ
る
と
お
り
、

悪
い
面
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
。

【
紫
外
線
の
悪
い
面
】

　

急
性
障
害
の
サ
ン
バ
ー
ン
と
サ
ン

タ
ン
。
サ
ン
バ
ー
ン
と
は
紫
外
線
に

よ
る
ヤ
ケ
ド
で
、
皮
膚
が
赤
く
な
る

症
状
で
す
。
サ
ン
タ
ン
は
、
そ
の
後

に
起
こ
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
沈
着
の

こ
と
で
、
皮
膚
が
黒
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
的
な
障
害
に
「
光
老

化
」
が
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

紫
外
線
を
浴
び
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
重
ね
た
後
に
シ
ミ
や
シ
ワ
、
良
性

腫
瘍
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
長
時
間
紫
外
線
を
浴
び
る
と

皮
膚
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ
き
、
「
皮
膚

が
ん
」
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

他
に
も
、
普
通
の
人
で
は
問
題
に
な

ら
な
い
程
度
の
日
光
に
よ
っ
て
、
水

ぶ
く
れ
や
痒
み
な
ど
様
々
な
皮
膚
症

状
が
現
れ
る
「
光
線
過
敏
症
」
も
起

こ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
免
疫
機
能
の

低
下
に
よ
り
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
な
る
、
白
内
障
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
な
ど
、
紫
外
線
は
皮
膚
だ
け
で
な

く
様
々
な
障
害
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た

「
免
疫
力
」
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
紫
外
線
対
策
も
合
わ
せ
て
行
え

る
と
良
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、
日

光
に
当
た
る
と
皮
膚
が
赤
く
な
り
や

す
い
（
黒
く
な
り
に
く
い
）
人
は
、

光
老
化
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
紫

外
線
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
安
心

し
て
外
で
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
口
）

　
　
　

【
紫
外
線
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
障
害
】

急　性 慢　性

○日焼け止め
（サンバーン、サンタン）
○光線過敏症
○免疫機能低下
○紫外線角膜炎（雪目）

○光老化（シミ、シワ、良性腫瘍）
○皮膚がん
○白内障
○翼状片（白目を覆う結膜が異常増殖し
　て黒目部分に進出してしまう病気）

工 事 入 札 結 果
入　札　日

令和２年５月26日 令和２年12月18日村有林茅見本谷搬出間伐業務

工　　期事　業　名 業　者　名 落札価格（契約金額）

真庭森林組合 29,600千円（32,560千円）

（6）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄（7）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
元
気
で
す
か
？

　

７
月
22
日
（
水
）
11
時
〜
12
時
30

分
の
時
間
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
献
血
バ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。

<

基
準>

　

男
性
17
歳
・
女
性
18
歳
以
上
（
共

に
体
重
50
キ
ロ
以
上
）
の
方

<

献
血
年
齢>

　

69
歳
ま
で
（
65
歳
以
上
の
方
は
健

康
を
考
慮
し
、
60
〜
64
歳
で
献
血
経

験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
）

<

服
薬
を
さ
れ
て
い
る
方>

　

医
師
が
お
薬
の
名
前
を
お
伺
い
し

ま
す
。
名
前
が
分
か
る
も
の
を
ご
指

示
く
だ
さ
い
。
な
お
、
血
圧
・
尿
酸

値
の
薬
の
服
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。

　

献
血
の
量
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
お
一
人
で
も
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

梅
雨
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
雨

が
多
く
な
る
と
視
界
不
良
や
ス
リ
ッ

プ
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
雨
の
日
は
次
の
こ
と

に
特
に
注
意
し
て
、
交
通
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
を
運
転
す
る
方
へ

　

雨
で
濡
れ
た
道
路
は
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
く
、
停
止
距
離
も
長
く
な
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
車
間

距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
薄

暗
い
日
は
昼
間
で
あ
っ
て
も
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
自
転
車
や
歩
行
者
に
十

分
注
意
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
を
運
転
す
る
方
へ

　

傘
さ
し
運
転
は
法
令
違
反
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
が
不

安
定
に
な
り
、
自
分
に
も
周
り
に
も

危
険
が
及
び
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
方
へ

　

雨
の
日
は
自
動
車
か
ら
歩
行
者
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
明
る
い
色

の
服
装
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
、
道

梅
雨
期
の

　
　
交
通
安
全
に
つ
い
て

陸・海・空
自
衛
官
募
集

                    

防
衛
省

路
を
横
断
す
る
際
は
左
右
の
安
全
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

○
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　

各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
。
）。

 　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
℡
０
８
６
８
‐

２
２
‐
５
６
３
７
）
ま
で

　

紫
外
線
が
強
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
様
は
日
焼
け
対
策
は
な

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
外
で
の
作
業
が

多
い
方
は
、
特
に
対
策
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
紫
外
線
の
良
い
面
】

　

日
光
に
含
ま
れ
て
い
る
紫
外
線
に

は
、
体
内
で
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成

を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

体
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
生
成
す

る
に
は
、
日
常
生
活
で
知
ら
な
い
う

ち
に
浴
び
て
い
る
程
度
の
紫
外
線
量

で
十
分
で
す
。

　

紫
外
線
に
は
次
に
挙
げ
る
と
お
り
、

悪
い
面
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
。

【
紫
外
線
の
悪
い
面
】

　

急
性
障
害
の
サ
ン
バ
ー
ン
と
サ
ン

タ
ン
。
サ
ン
バ
ー
ン
と
は
紫
外
線
に

よ
る
ヤ
ケ
ド
で
、
皮
膚
が
赤
く
な
る

症
状
で
す
。
サ
ン
タ
ン
は
、
そ
の
後

に
起
こ
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
沈
着
の

こ
と
で
、
皮
膚
が
黒
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
的
な
障
害
に
「
光
老

化
」
が
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

紫
外
線
を
浴
び
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
重
ね
た
後
に
シ
ミ
や
シ
ワ
、
良
性

腫
瘍
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
長
時
間
紫
外
線
を
浴
び
る
と

皮
膚
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ
き
、
「
皮
膚

が
ん
」
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

他
に
も
、
普
通
の
人
で
は
問
題
に
な

ら
な
い
程
度
の
日
光
に
よ
っ
て
、
水

ぶ
く
れ
や
痒
み
な
ど
様
々
な
皮
膚
症

状
が
現
れ
る
「
光
線
過
敏
症
」
も
起

こ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
免
疫
機
能
の

低
下
に
よ
り
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
な
る
、
白
内
障
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
な
ど
、
紫
外
線
は
皮
膚
だ
け
で
な

く
様
々
な
障
害
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た

「
免
疫
力
」
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
紫
外
線
対
策
も
合
わ
せ
て
行
え

る
と
良
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、
日

光
に
当
た
る
と
皮
膚
が
赤
く
な
り
や

す
い
（
黒
く
な
り
に
く
い
）
人
は
、

光
老
化
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
紫

外
線
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
安
心

し
て
外
で
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

山
口
）

　
　
　

【
紫
外
線
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
障
害
】

急　性 慢　性

○日焼け止め
（サンバーン、サンタン）
○光線過敏症
○免疫機能低下
○紫外線角膜炎（雪目）

○光老化（シミ、シワ、良性腫瘍）
○皮膚がん
○白内障
○翼状片（白目を覆う結膜が異常増殖し
　て黒目部分に進出してしまう病気）

工 事 入 札 結 果
入　札　日

令和２年５月26日 令和２年12月18日村有林茅見本谷搬出間伐業務

工　　期事　業　名 業　者　名 落札価格（契約金額）

真庭森林組合 29,600千円（32,560千円）

（6）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄（7）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員
の軽減判定所得の合計額）

［令和元年度における８．５割軽減の区分］
３３万円以下

本則

７割

５割

２割

５割

２割

R元年度 R２年度
８．５割

（年額 6,900円）
７．７５割（※1）
（年額 10,400円）

８割
（年額 9,300円）

７割
（年額 13,900円）

３３万円＋２８.５万円×（被保険者数）以下 

３３万円＋５２万円×（被保険者数）以下

［令和元年度における８割軽減の区分］
うち、被保険者全員の所得（年金の所得
控除額は８０万円として計算）が０円

均等割の軽減割合

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

が
新
た
に
始
ま
り
ま
す

一人当たりの保険料
（限度額６４万円）

均等割額
＝ ＋

４６，６００円

所得割額

（所得－３３万円）×９．１７％（所得割率）

　

本
年
７
月
10
日
（
金
）
か
ら
、
自

筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
法
務
局
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
が
新

た
に
始
ま
り
ま
す
。
自
筆
証
書
遺
言

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
本

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
保
管
申
請
手
数
料
】

　

１
件
に
つ
き
３
９
０
０
円

　

岡
山
県
内
で
は
、
法
務
局
本
局
と

す
べ
て
の
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
岡
山
地
方
法
務

局
供
託
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
電
話
番
号
】

　

０
８
６
‐
２
２
４
‐
５
６
９
９

※　

法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

    　

  　

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

令和2年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました。令和2年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました。
　令和２・３年度の後期高齢者医療保険の保険料率（均等割額と所得割率）が次のとおり決ま
りました。
　保険料率は、２年ごとに見直しが行われ、今回の保険料率の改定では、均等割額、所得割率
ともに平成３０年度・令和元年度から据え置くこととなりました。
　被保険者１人ひとりに納めていただく保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被
保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額となり、次の計算式により算出されま
す。

○岡山県後期高齢者医療保険料（令和２・３年度）年額

　※一人当たりの保険料は、１００円未満を切り捨てます。
　※保険料は年度（４月から翌年３月までの１２か月）で計算され、年度の途中で加入された
　　場合は加入された月から計算されます。
　※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額をいいます。
　　（遺族・障害年金等は除く。）

○保険料均等割額の軽減の見直し
　　世帯の所得状況に応じて、下記のとおり均等割額は軽減されます。
　　均等割額の軽減の見直しについては、世代間の公平性の観点から令和元年度から段階的に
　見直されており、これまで８割軽減となっていた方は７割軽減に、８.５割軽減となっていた
　方は７.７５割軽減に変更になります。

・軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。
・軽減判定の際には、基礎控除（３３万円）はありません。
・所得が公的年金の場合は、総所得金額から年金所得の範囲内で、最大１５万円を控除し判定
　します。
・軽減判定時の総所得金額等では、専従者控除、土地・建物等の譲渡所得の特別控除は適用さ
　れません。
・世帯主及びその世帯の被保険者に所得の不明な方がいる場合は、基準に該当するかどうか判
　定できないため、軽減が適用されません。
※１　7.75割については、令和３年度に本則の７割（年額13,900円）に変更となります。 ◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。

◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

訓 練 期 間

エクステリア科、ケアサービス制作科

令和２年６月１５日（月）～令和２年８月１８日（火）

対　 象 　者

定 員

受 講 料

求職中の方

エクステリア科：１０名、ケアサービス科（２０名）

無料（教材費などは別途必要）

試 験 日

合 格 発 表 日

令和２年９月３日（木）（面接予備日：４日（金））

令和２年９月１１日（金）

令和２年１０月２日（金）～令和３年３月１６日（火）

（６か月間）

訓 練 場 所
県立北部高等技術専門校

　津山市川崎９５３

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

問い合わせ先：新庄村役場住民福祉課　　　　　TEL０８６７－５６－２６４６
　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　TEL０８６－２４５－００９０

（8）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄（9）令和2年6月20日発行 第460号広 報 新 庄



対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員
の軽減判定所得の合計額）

［令和元年度における８．５割軽減の区分］
３３万円以下

本則

７割

５割

２割

５割

２割

R元年度 R２年度
８．５割

（年額 6,900円）
７．７５割（※1）
（年額 10,400円）

８割
（年額 9,300円）

７割
（年額 13,900円）

３３万円＋２８.５万円×（被保険者数）以下 

３３万円＋５２万円×（被保険者数）以下

［令和元年度における８割軽減の区分］
うち、被保険者全員の所得（年金の所得
控除額は８０万円として計算）が０円

均等割の軽減割合

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

が
新
た
に
始
ま
り
ま
す

一人当たりの保険料
（限度額６４万円）

均等割額
＝ ＋

４６，６００円

所得割額

（所得－３３万円）×９．１７％（所得割率）

　

本
年
７
月
10
日
（
金
）
か
ら
、
自

筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
を
法
務
局
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
が
新

た
に
始
ま
り
ま
す
。
自
筆
証
書
遺
言

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
本

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
保
管
申
請
手
数
料
】

　

１
件
に
つ
き
３
９
０
０
円

　

岡
山
県
内
で
は
、
法
務
局
本
局
と

す
べ
て
の
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
岡
山
地
方
法
務

局
供
託
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
電
話
番
号
】

　

０
８
６
‐
２
２
４
‐
５
６
９
９

※　

法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

    　

  　

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

令和2年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました。令和2年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました。
　令和２・３年度の後期高齢者医療保険の保険料率（均等割額と所得割率）が次のとおり決ま
りました。
　保険料率は、２年ごとに見直しが行われ、今回の保険料率の改定では、均等割額、所得割率
ともに平成３０年度・令和元年度から据え置くこととなりました。
　被保険者１人ひとりに納めていただく保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被
保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額となり、次の計算式により算出されま
す。

○岡山県後期高齢者医療保険料（令和２・３年度）年額

　※一人当たりの保険料は、１００円未満を切り捨てます。
　※保険料は年度（４月から翌年３月までの１２か月）で計算され、年度の途中で加入された
　　場合は加入された月から計算されます。
　※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額をいいます。
　　（遺族・障害年金等は除く。）

○保険料均等割額の軽減の見直し
　　世帯の所得状況に応じて、下記のとおり均等割額は軽減されます。
　　均等割額の軽減の見直しについては、世代間の公平性の観点から令和元年度から段階的に
　見直されており、これまで８割軽減となっていた方は７割軽減に、８.５割軽減となっていた
　方は７.７５割軽減に変更になります。

・軽減の判定は、賦課期日現在で行われます。
・軽減判定の際には、基礎控除（３３万円）はありません。
・所得が公的年金の場合は、総所得金額から年金所得の範囲内で、最大１５万円を控除し判定
　します。
・軽減判定時の総所得金額等では、専従者控除、土地・建物等の譲渡所得の特別控除は適用さ
　れません。
・世帯主及びその世帯の被保険者に所得の不明な方がいる場合は、基準に該当するかどうか判
　定できないため、軽減が適用されません。
※１　7.75割については、令和３年度に本則の７割（年額13,900円）に変更となります。 ◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。

◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

訓 練 期 間

エクステリア科、ケアサービス制作科

令和２年６月１５日（月）～令和２年８月１８日（火）

対　 象 　者

定 員

受 講 料

求職中の方

エクステリア科：１０名、ケアサービス科（２０名）

無料（教材費などは別途必要）

試 験 日

合 格 発 表 日

令和２年９月３日（木）（面接予備日：４日（金））

令和２年９月１１日（金）

令和２年１０月２日（金）～令和３年３月１６日（火）

（６か月間）

訓 練 場 所
県立北部高等技術専門校

　津山市川崎９５３

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

問い合わせ先：新庄村役場住民福祉課　　　　　TEL０８６７－５６－２６４６
　　　　　　　岡山県後期高齢者医療広域連合　TEL０８６－２４５－００９０
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毎
年
、
年
二
回
行
っ
て
お
り
ま
す

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
事
業
の
一
回
目
を

７
月
８
日
に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

は
新
庄
村
に
住
所
を
有
す
る
左
記
の

方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
保

　

持
者
で
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要

　

と
す
る
方
等
で
す
。

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た
り

８
，
０
０
０
円
ま
で
の
助
成
が
あ
り

ま
す
。

申
込
み
締
め
切
り

　

令
和
２
年
７
月
１
日
（
水
）

　

詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
手
工
芸
の

一
環
と
し
て
貼
り
絵
や
裁
縫
、
編
み

物
、
折
り
紙
手
芸
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
い
、
疫
病
を
払
っ
て
く

れ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
妖
怪

「
ア
マ
ビ
エ
」
の
貼
り
絵
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
製
作
は
、
色
紙
を
ち
ぎ

る
係
、
貼
っ
て
い
く
係
な
ど
、
利
用

者
様
で
分
担
し
、
行
い
ま
し
た
。
作

業
中
な
ど
は
、
世
間
話
を
交
え
な
が

ら
「
ど
ん
な
妖
怪
が
で
き
る
じ
ゃ
ろ

う
か
？
」
と
楽
し
み
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
目
や
口
な
ど

を
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
仕
上
げ
、

と
て
も
良
い
表
情
の
ア
マ
ビ
エ
が
完

成
し
ま
し
た
。
「
え
ー
顔
が
で
き

た
」
「
こ
れ
で
コ
ロ
ナ
も
逃
げ
る
だ

ろ
う
」
と
、
み
ん
な
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
を
願
い
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
手
作
り
の
紫
陽
花
な
ど
も
作

成
し
、
「
ア
マ
ビ
エ
の
森
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
、
デ
イ
ル
ー
ム
の

壁
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
症
予
防
に
十
分
配
慮

し
、
利
用
者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
活

動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

　　

毎
年
５
月
の
後
半
に
な
る
と
、

『
「
し
ろ
み
て
」
せ
に
ゃ
あ
い
け
ん

な
ぁ
』
を
合
い
言
葉
に
、
熊
笹
を
採

っ
て
き
て
、
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に

笹
餅
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
田
植
え
花
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

笹
餅
や
柏
餅
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し

た
。
今
後
も
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
行

事
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
事
業

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

さ
く
ら
の
里
の
活
動
紹
介
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
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　５月１９日（火）、全校で田植え体験をしました。当
日は、３名の地域ボランティアの方々が来てくださいま
した。
　苗の植え方を教えていただいた後、裸足になって田
んぼに入りました。「わぁ、ぬるぬるする！」「足が動か
ん！」「おたまじゃくしがおるわ！」と大騒ぎでした。
　高学年・中学年は、去年までの体験を思い出して上
手に植えていました。低学年も、上級生といっしょに
田んぼに入って、植え方を教わりながら丁寧に植えま
した。
　秋の稲刈り体験や冬の餅つきも、今から楽しみです。
　今回の体験でも地域の皆様にお世話になりました。
田んぼを管理してくださる宍戸さん、田植えを教えてく
ださったボランティアの皆様、ありがとうございました。

（新庄小学校　熊谷）

　５月１２日（火）に、毎年恒例のわらび採りを総合運
動公園周辺で行いました。この行事は生徒会環境委
員会が計画したものです。
　運動公園まで徒歩で移動し、環境委員会から説明
を聞いていよいよわらび採りの開始です。今年は霜の
被害もなく暖かい日が続いたこともあって、あちこちに
わらびが伸びていました。枯れたわらびの葉から今
年出そうなところを予想して、どんどんわらびを見つけ
ました。成長しすぎたわらびも見られましたが、食べご
ろのわらびもたくさんありました。
　帰りも徒歩での移動です。途中、道路わきに落ちて
いたペットボトル・空き缶・ナイロン袋などを見つけ、
拾いながら帰りました。
　収穫したわらびは、約２０ｋｇありました。例年の約
２倍の量です。長さを揃えて道の駅新庄宿に買い取っ
ていただきました。このお金は生徒会の活動資金にな
ります。

（新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより 田植え体験田植え体験

わらび採り遠足わらび採り遠足
中学校だより中学校だより

～生徒会の取組～

（12）令和2年6月20日発行第460号 広 報 新 庄


